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1．背景 

令和 2 年度末に「流域治水プロジェクト」が全国 109 の一級水系、12 の二級水系（令和

5 年 3 月末時点 500 水系）で公表されたのを受け、水系内で設置された流域治水協議会で

は目標の共有、実施する施策の議論が進められています。しかし、流域治水施策は流域内

の多種多様な機関等に係るため、関係者間での合意形成が必要な事項が多く、具体的な議

論に時間を要しているのが現状です。流域治水を進めるためには、流域治水施策の効果を

定量的に評価し、その施策の必要性を明らかにすることが必要となっています。 

 

2．開発した技術の概要と特徴 

「流域治水 DX システム」は、流域治水の施策立案、効果検証、施策の進捗管理を共有

することを目的に開発したシステムです（図 1）。なお開発したシステムは荒川水系支川

鳩川流域を対象に試行しました。 

このシステムは、「データ系」、「解析系」、「表示系」の３種類のシステムで構成さ

れており、それぞれ以下の特徴を有しています。 

① データ系 

データ系システムは、降雨データ、３次元管内図で対象としている流域・河道データ、

河川構造物データなどを蓄積したシステムであり、新たなデータが得られた場合も容易

に更新することができます。 

② 解析系 

解析系システムでは、データ系システムに蓄積されたデータを用いて、多様な降雨条

件による流域からの流出量、河道水位、氾濫現象を解析し、流域治水施策の効果を算定

できます。対象とする解析と流域施策は以下の通りです。 

  

株式会社建設技術研究所（本社：東京都中央区、代表取締役社長：中村哲己、以下「建設技

術研究所」）とアジア航測株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：畠山仁、以下「ア

ジア航測」）は、流域データ管理、流域治水施策の効果表示を一体に実施することができる「流

域治水 DX システム」を共同で開発しました。このシステムは、大規模出水時の被害を少なく

するためのさまざまな流域治水施策の効果を容易に定量的に評価・表示することができ、関係

者間での合意形成構築に寄与します。 

流域治水の施策効果評価および流域での合意形成を支援する 

「流域治水 DX システム」を開発 
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【解析】流域流出計算、河道水位計算、氾濫解析 

【施策】（流域での対策）田んぼダム、雨水貯留浸透施設、貯留保全区域の指定 など 

（河道での対策）遊水地整備、堤防整備、排水施設整備 など 

③ 表示系 

表示系システムでは、データ系システムに蓄積された 3 次元管内図等のデータを用いた編

集・集計、解析系システムの解析結果を用いた結果の表示が可能です。解析結果の表示では、

水位・流量ハイドログラフや水位縦断図などだけでなく、浸水エリアの３次元表示、アニメ

ーションなども可能です（図 2～図 4）。 

 

図 1 システム構成 

 

  

図 2 施策検討画面イメージ（貯留施設検討の例） 

表示系 解析系

※：表示機能、解析手法はカスタマイズ可能

解析の入力データ

◇データ編集・集計
◇施策の設定
（位置、範囲等）
◇解析に使用するデータ作成

◇基礎データ表示
◇解析結果表示

◇降雨解析（実績雨量を用

いる場合は不要）

◇流出解析
◇河道解析
◇氾濫解析

データ系

解析の出力データ

解析の出力
データ

編集・集計結果

システム利用者による
データ登録

データの
読み込み

（今後）
オンラインでの雨量、
水位、流量の取得

※ ※

解析に用いる
定数等の変更が可能

データの
読み込み

諸元設定のうち、施設面積の入力は

システムの地図画面上で任意の範囲

を選択して計測が可能 
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図 3 流出解析画面の表示イメージ 

 

 

図 4 河道氾濫解析画面の表示イメージ 

 

3．今後の展望 

浸水被害の危険性を関係者や流域住民にわかりやすく伝えることは、流域治水施策を進

めていく上で重要です。 

施策ありなしでの流出量の

比較を表示 

3 次元管内図上に氾濫解析結果を表示。

アニメーションの再生も可能 

計算ケースの増減を可視化 

→計算ケース>比較ケースの時、暖色 

→計算ケース<比較ケースの時、寒色 

→計算ケース=比較ケースの時、白色 
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今後は開発したシステムの機能を拡充し、さまざまな流域治水施策の地先から大河川ま

での効果を同一システム内で定量的に評価できるシステムを開発・実証する予定です。 

建設技術研究所とアジア航測は、「流域治水 DX システム」で、流域治水プロジェクトの

具体化と実現による社会全体の水防災へ貢献することを目指します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社建設技術研究所 管理本部広報室 倉田（くらた）koho@ctie.co.jp 
TEL：03-3668-0868（直通） 
〒103-8430 東京都中央区日本橋浜町 3-21-1 日本橋浜町 F タワー 
アジア航測株式会社 経営戦略本部経営企画部（広報）service@ajiko.co.jp 
TEL：044-969-7290  
〒215-0004 神奈川県川崎市麻生区万福寺 1-2-2 
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